
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 吹
ふ

く風
かぜ

が冷
つめ

たく、葉
は

を落
お

とした枝
えだ

に残
のこ

った柿
かき

が、寂
さび

しく凍
こご

えて見
み

えます。小春日和
こ は る び よ り

の

日
ひ

差
ざ

しの温
あたた

かさに、太陽
たいよう

のありがたさを思
おも

う日
ひ

もあります。１２月
がつ

は、一
いち

年
ねん

の終
お

わり、「し果
はた

す」とい

う意味
い み

や、普
ふ

段
だん

落
お

ち着
つ

いている法師
ほ う し

も急
いそ

ぎ足
あし

になる例
たと

えから「師走（しわす）」と言
い

います。１２月
がつ

に

入
はい

り、師走
し わ す

という言葉
こ と ば

を耳
みみ

にする度
たび

に、「年内
ねんない

にこれだけは終
お

わらせておきたい」「年
とし

が明
あ

けるまでに、

これだけは」と思
おも

うことで、さらに焦
あせ

りや「せわしなさ」を感
かん

じることになります。１２月
がつ

は、今
いま

まで

以上
いじょう

に一
いち

日
にち

一
いち

日
にち

が大事
だ い じ

だと思
おも

います。 

さて、先
せん

日
じつ

行
おこな

われました三
さん

者
しゃ

面
めん

談
だん

ですが、前期
ぜ ん き

を振
ふ

り返
かえ

るとともに、後期
こ う き

の取組
とりくみ

課題
か だ い

を明
あき

らかにし

て、力
ちから

を伸
の

ばしてほしいと考
かんが

え、今年度
こんねんど

より１１月
がつ

に面談
めんだん

を行
おこな

いました。後期
こ う き

中間
ちゅうかん

テストでは、そ

の成果
せ い か

を上
あ

げることができたでしょうか。授業
じゅぎょう

への取組
とりくみ

はいかがでしょうか。 

授業
じゅぎょう

は、１１月
がつ

８
よう

日
か

（月
げつ

）より、５０分
ぷん

授
じゅ

業
ぎょう

にもどりました。４５分
ふん

授
じゅ

業
ぎょう

から５分
ふん

の延長
えんちょう

ですが、

考
かんが

える時
じ

間
かん

や作業
さぎょう

の時間
じ か ん

や学習
がくしゅう

のまとめや振
ふ

り返
かえ

りの時間
じ か ん

などにゆとりをもつことができます。５

分
ふん

という時間
じ か ん

の変
へん

更
こう

だけでも、「時間
じ か ん

を大切
たいせつ

にすること」や「毎日
まいにち

の積
つ

み重
かさ

ねの大切
たいせつ

さ」を改
あらた

めて痛
つう

感
かん

します。 

授業
じゅぎょう

の様子
よ う す

をお知
し

らせすると、今
いま

まで制限
せいげん

されていたリコーダーの演奏
えんそう

が可能
か の う

になり、リコーダー

の実技
じ つ ぎ

テストを行
おこな

いました。合唱
がっしょう

もパート練習
れんしゅう

などを行
おこな

うことができるようになりました。また、

合唱
がっしょう

コンクールに向
む

けての練
れん

習
しゅう

が学級
がっきゅう

単位
た ん い

でできるようになりました。（合
がっ

唱
しょう

コンクールは、学年
がくねん

ごとの実施
じ っ し

となりました。２年生
ねんせい

は、１２月
がつ

１７日
にち

に実
じっ

施
し

します。詳
くわ

しいことは、改
あらた

めてお知
し

らせい

たします。）また、理科
り か

の実験
じっけん

も行
おこな

うことが可能
か の う

になり、毎時間
まいじかん

のように実験
じっけん

があるため、レポートを

仕
し

上
あ

げることも増
ふ

えました。英語
え い ご

や国
こく

語
ご

のスピーチの発表
はっぴょう

など、表現
ひょうげん

活動
かつどう

も行
おこな

っています。探究的
たんきゅうてき

な深
ふか

い学
まな

びのために、グループ学
がく

習
しゅう

や学
まな

び合
あ

いの時
じ

間
かん

をもっています。調理
ちょうり

実習
じっしゅう

や 8組
くみ

のみかん狩
が

り

など、体験的
たいけんてき

な学習
がくしゅう

も実施
じ っ し

しています。 

さて、１２月
がつ

は、「春待月（はるまちづき）」という呼
よ

び方
かた

もあります。１月
がつ

は、暦
こよみ

の上
うえ

では春
はる

です。

１年
ねん

の終
お

わりであるとともに、新
あたら

しい一
いち

年
ねん

に思
おも

いを馳
は

せる月
つき

でもあるのです。クリスマスや年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

、

人
ひと

が集
あつ

まる機
き

会
かい

も多
おお

くなります。だからこそ、ゆっくりと心
こころ

豊
ゆた

かに過
す

ごすこともできるのではないで

しょうか。新
あたら

しい一
いち

年
ねん

へ思
おも

いを馳
は

せるためにも、その準備
じゅんび

のための日々
ひ び

の積
つ

み重
かさ

ねを大切
たいせつ

にしたいも

のです。特
とく

に３年生
ねんせい

にとっての「春
はる

」は、自分
じ ぶ ん

の進路
し ん ろ

の実現
じつげん

の時
とき

です。精神的
せいしんてき

にも厳
きび

しい冬
ふゆ

の時
じ

期
き

を乗
の

り越
こ

えて迎
むか

える「春
はる

」です。やがて春
はる

は来
き

ます。春
はる

は必
かなら

ず来
き

ます。「春
はる

」を迎
むか

える準備
じゅんび

をして、「春
はる

」 

を待
ま

ちたいものです。来年
らいねん

も、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、地域
ち い き

の皆様
みなさま

とともに歩
あゆ

む平
ひら

戸
ど

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の教育
きょういく

活動
かつどう

への

ご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

を引
ひ

き続
つづ

きよろしくお願
ねが

いいたします。 

平戸中学校だより                            令和３年１２月 Vol.８ 
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春待月（はるまちづき） 
 

                                副校長
ふくこうちょう

 西田
に し だ

いずみ 



◆生徒の授業アンケートのまとめ 
生徒の授業アンケートを、各教科で次のポイントで分析し、まとめました。 

◇前期のアクションプランを振り返り、後期にむけてどうつなげていくか。  

◇今後、どのような指導方法に重点を置いたらよいか。 

◇学びに向かう力をどのように引き出し高めていくのか。 

～後期学力向上アクションプランは、ホームページに掲載します～ 

国語科 

スピーチや話し合い活動に重点をおきます。説得力のある意見を述べる力を身につける為に、語彙をふや

し自分の考えを深める学習活動を設定します。目的や場面に応じて、適切に表現できることを目標に、文章

を正確に理解する能力を育て、伝え合う力や思考力を養い、言語感覚を豊かにします。 

 

社会科 

話し合いの項目を生徒から引き出すことで主体的な学び。ペア学習など小集団で対話をして、対話的な学び。

考えを共有し自らの考えを見直す中で、深い学びにつなげていきます。単元の振り返りを継続し、思考力・表

現力を養い、見通しをもって学習します。社会の様々な課題に目を向けて、自分と社会の関わりの中で、課題

を追究し、解決する活動の充実をはかります。 

 

数学科 

授業への関心度や知識・技能の習得に関する評価は、９割以上が「できた」「まあまあできた」と回答して

います。知識・技能の基礎学力は、高いと判断できます。課題として、2割強の生徒が「自分の考えを表現す

ること」「応用問題に対して過程を考えたり、考えを深めたりすること」が「あまりできなかった」「できなか

った」と回答しています。単元ごとの数学的活動を積極的に組み入れ、互いの考えを伝えあったり、教え合っ

たりすることで、事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養っていきます。 

 

理科 

アンケートの結果を見ると、教科を好きになり、主体的に取り組むことが出来たと回答している生徒が多く

いました。学年が上がるにつれて、授業中にメモを取る生徒が多くなるなど、前向きに取り組むことができて

います。実験活動を中心に主体性を磨くとともに、安全に配慮して実験を行うことを継続していきます。 

 

音楽科 

各学年とも関心をもって取り組んでいます。コロナ禍の制限により、リコーダーの練習が足りなかったと反

省する声が多く聞かれました。家庭での学習ができた生徒と、学習機会がもてなかった生徒の差が実技テスト

で顕著でした。歌唱やリコーダーなどの表現活動に取り組む中で、音楽の良さを味わい、感性を高めることの

できる学習を展開します。 

 

美術科 

どの学年も「授業への関心・意欲や授業内容の理解はできた」「まあまあできた」が９割でした。１年生で

は、「小学校では苦手意識があったが自分なりによい作品ができた」と少し興味が高くなった記述が見られま

した。学年が上がるにつれ、細部までこだわって制作するようになり、技能が向上し達成感を味わっています。

ただ、計画的に作品を制作することが課題で、完成へのイメージを高めながら、段階的に小さな目標を設定し

て授業を進めます。 

 

保健体育科 

多くの生徒が主体的に授業に取り組み、楽しんでいる結果が出ていました。一方で、体育へ苦手意識がとて

も強いという結果もありました。自らの課題解決に向けて、主体的に取り組める状況をつくり、他者との活動

を通して、互いに高めあい、自分自身の力を伸ばしていく授業を展開していきます。 

 

技術・家庭科 

中学校で学習して、苦手だと思っていた単元が楽しくなり、好きになったという回答がありました。夏休み

課題の「家事リーダー」に取り組んだことにより、家事を積極的に行う機会が増え、コロナ禍で家庭にいる時

間が増え、調理を行う生徒も増えています。学校で学んだことを家庭で実践することを大切にしていきます。 

 

英語科 

全学年とも、教科書の内容や文法事項の説明、板書の内容を理解し、基本的な知識や表現を身につけていま

す。英語を好きと感じている生徒も多い一方で、考えを深めることや意見を発表できなかったと答える生徒が

多かったので、ペアワークやグループワーク、発表練習の場を増やして、英語で自分の考えを伝え合う活動に

力を入れていきます。 



◆薬物乱用防止教室を終えて 
  １１月２２日（月）の６校時に薬物乱用防止教室を行いました。神奈川県立精神医療センター依存

症病棟看護科から講師をお迎えしました。薬物乱用の危険性や心身への影響だけでなくいろいろな

角度からの分かりやすいお話がありました。 

まとめとして 

①正しい情報を知ること。 

②規則正しい生活を送ること。 

③自分を好きになり、自分を大切にすること。 

④打ち込める趣味、夢や目標をもつこと。 

⑤やってよいことと悪いことの判断ができるようにすること。 

⑥悩みを相談し、SOSを発信できる人をもつこと。 

⑦タバコやお酒に手を出さないこと。 

 

嫌なことがあっても薬やお酒に頼らずに解決し、自分を大切にすることの重要性を学びました。 

生徒のみなさんの振り返りから、感想を紹介します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・一回使っただけでも薬物乱用になることが分かった。友達や先輩に誘われても 

断る勇気をもつことが必要だと思った。 

・薬物乱用の恐ろしさを知ることができました。新たに知ることばかりだったので 

 この機会をもらえてよかった。 

・薬物をすすめられたら、どのように対応して断ると 

よいのかが分かりやすかった。 

・自分なりによく考えて聞けたと思う。なぜやっては 

いけないのかが分かった。 

・身近に薬物は存在していると知って怖くなった。 

・薬物に手を出すことで、人生を壊したくないと思った。 

・市販の薬でも使用量などを無視すると薬物乱用になることが分かった。 

・自分は絶対大丈夫という自信はあるのに、心に入り込まれてしまう隙があるのは不思議だと思った。 

・薬の多量摂取で、脳が破壊された画像が印象に残った。 

・私はいつもイライラしているので、誘われないように気をつけたいです。     

・自分の意思をしっかりともって、薬物との関りをもたないようにしようと思う。 

・自分の将来のことを考えて、行動に責任をもって過ごしたい。 

・インターネットなどの身近なところにも、危険があることを知った。 

・市販薬は用途を守って、正しく使おうと思う。 

・今の時期は「勉強に集中しやすくなる」と言われれば、つい手に取ってしまいそうなので、今回の薬物

乱用防止教室で体への害を知ることが出来てよかった。 

・どんなところで売られているのか、どんな売り方をしているのかを知ることが出来た。本当に身近なと

ころに薬物があるから、気を付けながら生活していきたい。 

・誘われたときに、４つの断り方があることを知った。「カエル・壊れた CD・3D・逃げるが勝ち」作戦

は面白くて使えそうな内容だった。  

・ストレスから薬物に興味をもたないように、日ごろから健康的な生活をし、趣味をつくり、適度な休憩

をとることも大切だと思った。 

・薬物乱用という言葉から、「命」や「友達関係」の話に繋がっていたので改めて怖いと思った。しっか

りとした知識がないと、騙されてしまうこともあるので気をつけたい。 

 

◆個別支援学級交流会みかん狩り  
11 月 18日（木）に、名瀬中学校と秋葉中学校の個別支援学級

と合同交流会が行われ、岩崎果樹園でのみかん狩りに行きました。 

合同交流会は今年度初めてで、他校を迎えるための掲示物や雨の

時のプログラムなど、時間をかけて準備をしました。体育館での開

会式の司会や自己紹介など、始めは緊張した面持ちでスタートしま

した。学校を出発し、緊張も徐々に解け、樹にたくさんの実をつけ

たみかんを目の前に、驚きの声を上げていました。生徒たちは、他

校との交流やみかんの収穫を楽しみました。体験的な学習や交流学

習で得た経験は、自信につながることと思います。 



◆竹林清掃とみはらし公園清掃 
11 月 13 日（土）に竹林清掃を行いました。学校の敷地内に竹林

があり、クラスで「七夕飾り」に使うこともあります。永年にわたり

管理にご尽力をいただいている地域の方 5 名のご協力で、竹の伐採

と粉砕作業が効率よく勧められました。また、フェンスのツルを取り

除いたり、雑草や枝払いなど細かな作業も行いました。PTA 本部役

員６名とボランティア約 30名、教職員 15名の参加でした。 

11月 20日（土）には、みはらし公園清掃を行いました。土を掘

り起こし花植えの作業を行いました。どちらの日も、小春日和の穏や

かな天候で、大変すがすがしい一日になりました。ご協力をいただい

た皆様、ありがとうございました。 

今後の予定 

 

※合唱コンクールは、学年ごとの実施になりました。１年生は、２月下旬 ２年生は、１２月１７日（金）

３年生は、３月特別時間割で実施予定です。いずれも体育館で行う準備をしています。詳しい内容につ

いては、学年ごとにお知らせいたします。 

 

※バスケットゴールの修繕工事 1 月 17 日～2月 14 日・・・体育館のバスケットゴールの安全確保の

ため修繕工事があります。この期間は、体育館が使用できません。部活動については、平戸小・平戸台

小体育館をお借りする予定です。活動場所の変更等は、顧問より連絡があります。学校開放も休止いた

します。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

※「あいさつ運動」のポスター募集（教育委員会事務局南部学校教育事務所）に、1年奥田こころさんが

参加しました。作品保護のためカラー印刷をして、次の 7会場に掲示しています。 

①磯子区役所（11/23～29）②金沢区役所（12/2～7）③戸塚区役所 3階（12/9～14） 

④港南区役所（12/16～21）⑤栄区役所（12/23～27）⑥地下鉄上大岡駅（1/8～13） 

⑦上大岡京急百貨店 10階（1/20～26） 

日 曜 主 な 行 事 

12/1 

2 

6 

9 

 

11 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

21 

23 

24 

 

 

 

 

 

 

1/7 

水 

木

月

木 

 

土

月 

火 

水

木 

金 

土 

火 

木 

金 

 

 

 

 

 

 

金 

専門委員会 （美化委員は、花植え活動） 

３年三者面談（3年昼食なし下校） ～７日（火）まで 

人権週間（ユニセフ募金） ～10日（金）まで 

ハマ弁メニューコンクール試食会 ⑥人権学習 完全下校 

PTA役員会 9:30、PTA運営委員会 10:30 

平戸小 50周年行事（吹奏楽部演奏） 

生徒会役員選挙（立会演説会、投票）『繋げようあなたの一票わたしの一票』 

2年自然教室 

3年のみ 4校時後下校 1・２年生は平常授業 

完全下校 

⑥合唱コンクール（2年）本校体育館 

みはらし公園清掃 9:00～ 

⑥避難訓練・防災教育 

⑤大掃除 

④全校集会（生徒会本部役員認証式）完全下校 

 

冬季休業は、12月２５日（土）～1月 6日（木） 

学校閉庁日は 12月 28日（火）～1月３日（月） 

※閉庁期間中の緊急の連絡は、南部学校教育事務所 

（843－6408）まで、お願いいたします。 

 

①学活 書き初め展 （昼食あり５時間授業） 


